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特

集

市
長
か
ら
の
手
紙

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

ま
ち
い
ろ
Ｂ
Ｏ
Ｘ

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

教

育

水

道

病

院

　
皆
さ
ん
は
仕
事
や
家
庭

な
ど
日
常
の
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
、
自
分
と
異
な
る

意
見
が
出
た
と
き
に
、
そ

の
意
見
を
聞
き
、
相
手
を

思
い
や
り
な
が
ら
自
分
の

考
え
を
伝
え
る
こ
と
で
、

よ
り
良
い
関
係
づ
く
り
が

で
き
た
経
験
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　
こ
の
よ
う
な
力
を
育
む

た
め
、
宝
塚
市
で
は
令
和

４（
２
０
２
２
）年
か
ら
市

内
全
て
の
小
学
校
５
年
生
ま
た
は
６
年
生
を
対
象
に
、

演
劇
を
取
り
入
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育「
自
己

表
現
力
向
上
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

演
劇
教
育
が
も
た
ら
す
も
の

　

授
業
で
は
、
日
本
を
代
表
す
る
劇
作
家
の
一
人
で
、

文
部
科
学
省
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
推
進
会
議

の
座
長
を
務
め
た
平
田
オ
リ
ザ
さ
ん
考
案
の
演
劇
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
方
法
論
に
基
づ
き
、
３
分
程
の
短
い
劇
を

演
じ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
お
互
い
に
意
見
を
出
し

合
っ
て
議
論
す
る
楽
し
さ
を
知
り
、
相
手
の
意
見
を
聞

く
力
を
養
い
ま
す
。

　

ま
た
、
少
人
数
に
分
か
れ
て
実
施
す
る
た
め
、
一
人

一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
う
中
で「
自
分
が
グ
ル
ー

プ
の
役
に
立
っ
て
い
る
」「
自
分
は
グ
ル
ー
プ
に
欠
か
せ

な
い
存
在
だ
」と
い
う
実
感
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
他
人
と
の
関
係
の

中
で
こ
の
よ
う
な
感
情
を
抱
く
経
験

は
、
社
会
性
を
身
に
付
け
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
学
力
テ
ス
ト
の
よ

う
に
一
律
の
基
準
で
採
点
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
時
間
が
足
り
ず
に
思
う
よ
う
に
劇
が
で
き
な
く
て

も
、
自
分
た
ち
な
り
に
工
夫
し
た
こ
と
や
努
力
し
た
こ

と
な
ど
、
結
果
で
は
な
く
過
程
を
大
人
や
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
に
認
め
ら
れ
、
褒
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
難
し
い
課
題

に
挑
戦
す
る
こ
と
へ
の
恐
怖
が
薄
ら
ぎ
、
失
敗
を
糧
に

す
る
力
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
生
き
る
力
を
身
に
付
け
る
演
劇
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
授
業

風
景
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

教
育
委
員
会
教
育
研
究
課

（
☎
84
・
０
９
４
６ 

亜
85
・
２
２
８
１
）

配役でモメちゃった…
全員が納得するまで配役
を相談してたら練習時間
が足りない！丁寧な話し
合いと時間配分のバラン
スを意識しないと。

先生らしい言葉遣いって？
小道具がなくても、話し方を
変えるだけで先生らしく見
えるよ。だから言葉遣いを
学ぶのって大事なんだ！

STARTSTART！！

テーマは「クラスに転
校生がやって来る」。
1グループ5～6人に
分かれて演技を練
習。配役や喋り方は、
子どもたち自身が考
えます。

劇のルール
演者：		照れ笑いは我慢して、演技

をやり遂げること。
	 	できるだけ顔を上げて相手

を見ること。
観客：		拍手や笑いなどリアクション

はOK。ただし、私語は厳禁。

失敗から学べ！
1回目に上手くいか
なかった所に注意
して、今度はもっと
いい劇にするぞ！

表現力と理解力
自分の表現がどう
伝わるか、相手がど
んな事を伝えたい
のか、客観的な視点
を持つのは難しい
けど大切なんだね。

講師はプロの舞台役者。1グ
ループごとに良かったところを
発表します。
上手くいかなかったところは改
善方法を具体的にアドバイス
し、どうすれば良くなるか全員
で教わります。

台本の大まかなあらすじは
変えずに、自分たちでセリ
フや細かい設定を創作。
正解のない課題と向き合
い、たくさんの事をグルー
プ一丸となって考えます。

1回目の反省を生かし
て、演じ方を改善。最初
はセリフを追うので精一
杯だった子どもたちが、
小道具や身振り手振り
を使って演じます。

演劇って楽しい！
自分が考えたことを表
現したり、ミスをみんな
で乗り越えたり、何か一
つの事をやり遂げるっ
て、こんなに達成感があ
るんだ！

FINISHFINISH

❶ 台本配布・練習

❹ 練習２回目

❸ 講評１回目

❺ 上演２回目

❷ 上演１回目

時間の使い方や話し合いの仕
方など、授業で得た気付きをお
さらい。最後は「一本締め」に

初挑戦し、
ちょっぴり
大人の気
分です。

❻ 講評２回目

楽しいのは自分だけ？
面白いと思ってアドリブを入
れすぎたら、周りのみんなが
困っちゃった。自分の楽しさ
だけじゃなくて、グループ全
体の事を考えなきゃ。

意見が対立した時は
どちらかが我慢するしかないと
思っていたけど、お互いの意見
を組み合わせたら、さらに良い
案が生まれたよ。

全員が楽しく
出演するには…

時間内に
みんなの意見を
まとめるのは
大変！！

喋り方を工夫
してみよう！

笑わせるって
難しい！

言葉だけじゃなく
全身で表現しよう！

授業のスケジュール（一例）

演劇演劇でで生生きるきる力力をを磨磨く！く！

令和令和キッズキッズのの学学びび方方
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― 

演
劇
教
育
は
ど
ん
な
力
が

身
に
付
き
ま
す
か
？

　

現
在
、
演
劇
教
育
の
中
で

最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は

「
他
者
理
解
」
で
す
。
こ
れ
は

単
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
で
は
な
く
、
異
な
る

文
化
、
異
な
る
価
値
観
を

持
っ
た
人
の
言
動
を
理
解
す

る
能
力
を
指
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
日
本
型
文
化
共
生
型
の

社
会
に
な
っ
て
い
く
と
き
に

は
、
最
も
必
要
な
能
力
と
も

さ
れ
て
い
ま
す
。

― 

演
劇
な
ら
で
は
の
強
み
と

は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
？

　

多
く
の
子
ど
も
に
居
場
所

が
作
り
や
す
い
点
だ
と
思
い

ま
す
。
私
は
小
学
校
の
先
生

方
に
は
、
声
の
小
さ
い
子
に

は
無
理
し
て
大
き
な
声
を
出

さ
せ
な
い
で
い
い
で
す
よ
と

伝
え
て
い
ま
す
。
声
の
小
さ

い
子
は
、「
声
の
小
さ
い
子
」

と
い
う
役
を
や
ら
せ
れ
ば
一

番
う
ま
い
か
ら
で
す
。

― 

今
後
の
演
劇
教
育
の
目
標

は
？

　

一
つ
は
小
学
校
の
国
語
や

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
に
演
劇
的
手
法
が
幅
広
く

使
わ
れ
て
い
く
こ
と
。
も
う

一
つ
は
諸
外
国
の
よ
う
に
、

高
校
の
選
択
必
修
に
「
演
劇
」

と
い
う
科
目
が
入
る
こ
と
で

す
。

― 

子
ど
も
の「
生
き
る
力
」

の
成
長
を
見
守
る
大
人
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

子
ど
も
は
一
人
一
人
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
上
げ
る
特
効

薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
演
劇

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、
子
ど

も
の
心
を
開
く
一
つ
の
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

I n t e r v i ewI n t e r v i ew
小学校から大学まで、全国各地の教育現場で演劇ワークショップを実施してきた
平田オリザさんに、演劇教育の効果や魅力を教えてもらいました。

　

変
化
の
激
し
い
現
代
社
会
を
生
き

る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、課
題
解
決

に
向
け
て
他
者
と
協
働
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
、そ
れ
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
自
己
有
用
感（
自
分
が
誰

か
の
役
に
立
て
て
い
る
と
い
う
感
覚
）

は
非
常
に
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
非
認
知
能
力
と
呼

ば
れ
、
幼
児
期
か
ら
学
童
期
に
育
ち

や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
子
ど
も
た
ち
の
非
認
知
能

力
を
育
む
た
め
に
有
効
な
演
劇
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
平
成
26（
２
０
１
４
）

年
度
に
小
学
校
３
校
で
導
入
し
、
令

和
4（
２
０
２
２
）年
度
か
ら
市
内
全

小
学
校
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
授
業

後
の
感
想
に
は
、人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
に
前
向
き
な
意

見
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
令

和
４
年
度
に
国
が
行
っ
た
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
で
も
、「
自
分
と
違
う

意
見
に
つ
い
て
考
え
る
の
は
楽
し
い

か
」「
友
だ
ち
と
協
力
す
る
こ
と
は
楽

し
い
か
」
な
ど
の
質
問
に
肯
定
的
な

回
答
を
す
る
割
合
が
、
本
市
は
全
国

平
均
と
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る

力
」
を
育
む
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

宝
塚
市
が
目
指
す
も
の

宝
塚
市
が
目
指
す
も
の

平田 オリザさん

劇作家・演出家、宝塚
市政策アドバイザー。

小学5年生の感想文より

授業を受けた感想は？

話し合いはそんなに
好きじゃないけど、
今回はとっても楽し
かったです。

台本を作るときには一人一人
の意見がぶつかり合うことが
あって、それが一番難しかった
けど、大人になるまでに学んで
いけたらいいと思った。

今回初めて自分たちで
台本を作ってみて、どう
するか分担した。すれ違
いがあって大変だったけ
ど、おもしろいものができ
たと思います。

自分がおもしろいと
思ったことでも客観的
に見ればすべってしま
うこともあるので、難
しいなと思いました。

最初は楽しいだけとしか思っていな
かったけど、班のみんなといろいろ話し
合っていくうちに、自分の意見を伝える
大切さに気づきました。


